
総 合 評 価 チ ャ ー ト 図 （宇宙開発事業団の事業内容の分析と評価）

国 【事業主体】 (国産化の進展状況) （打ち上げ能力） （輸送コスト）
ロケット事業

（実利用分野）
多額の開発費 N-　ﾛｹｯﾄ 60 ％ 130 kg 約 5,400万円/kg

10 宇 ロケットと人工衛星 → 宇 の投入 ロケット開発
年 宙 の開発・打ち上げ
間 開 ↑ H-　ﾛｹｯﾄ 85 ％ 約15倍 約6分の1 研究開発の意義・目的、費
を 発
目 政 宙 出資金累計 これまでに 用対効果等の観点から評価を
安 策 出資金 開発費 → 約 8,100億円の H-　ﾛｹｯﾄ 100 ％ 2,000 kg 約 950万円/kg
・ 大 約２兆3,000億円 出資金等を投入 行うとともに、その結果を明
開 綱 ↑
発 補助金 管理費 → 開 ↓ 100％目標達成 らかにしつつ、開発の妥当性
方 　最
向 平新 資 産 H　－３号機打ち上げ時点（平成７年） について不断に論議していく
と 成版
枠 ８ （宇宙科学分野） 発 4,700億円 ロケット打ち上げ 打ち上げ成功率 96.3% Ｈ　打ち上げコスト 平成８年以降 海外並みの ことが必要
組 年 N　以降27機中26機 190億円 コストのH-　Aﾛｹｯﾄ開発中
み ロケットと人工衛星 欠 損 金 ↑

の開発・打ち上げ 成功率は 打ち上げコストが ↑事 約１兆8,000億円 これまでに （海外） 海外並み （海外） 海外より割高
↓ 研究開発成果 約 1,200億円の

等は会計上資産 出資金等を投入 米 国 デﾙﾀﾛｹｯﾄ 94.5% 米 国 デﾙﾀ　ﾛｹｯﾄ 90億円
↓ 文部省宇宙科学研究所 計上されず ﾛｼｱ プﾛﾄﾝﾛｹｯﾄ 86.2% ﾛｼｱ プﾛﾄﾝﾛｹｯﾄ 43～ 67億円業 欧 州 ｱﾘｱﾝﾛｹｯﾄ 92.5% 欧 州 ｱﾘｱﾝ　ﾛｹｯﾄ 108～132億円 → ロケット事業、人工衛星事
宇
宙 業とも一層の開発コスト低減
開 事業収入等の 平成10年、11年と →
発 団 約 1,000億円 H　相次いで失敗 に努めるとともに、一連の事
に も投入
関 故により損なわれた信頼の回
す
る → 復を図るための対策を早急に
　基 総合事業計画
毎本 人工衛星事業 （国産化の進展状況） 講ずることが課題
年計 （毎年度）
度画 平成２年ごろには、気象衛 自主技術の蓄積進展

人工衛星開発 星を除き、地球観測衛星、 開発中プロジェクト
通信・放送衛星、技術試験 のコスト低減化

↑ 衛星で８０％以上を達成

これまでに （国産化比率は100%を達成）
約 5,700億円の
出資金等を投入

平成２年日米政府間合意 → 蓄積された基盤技術を生かし
（実用衛星は公開調達） つつ先端的技術開発を目標

（衛星の開発費）
↓

１機 最低 約 150億円
最高 約 500億円
（平成２年度～）

33機打ち上げて９機トラブル発生 平成６年、８年と相次いで
事故が発生
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